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　2014年11月21日（金）～11月24
日（月・休）の期間中、エル・パーク仙台
を会場に、「女性と防災せんだい
フォーラム」が開催されました。
　このイベントは、来年３月に仙台市
で行われる「第３回国連防災世界会議」期間中に開催される「女性と防災テー
マ館」のプレ企画として実施されたもので、仙台の女性たちが中心となって、

震災からの経験と“これから”を発信しました。
　エル・パーク仙台を拠点に活動する47団体が企画・運営
に参加。4日間でのべ約1600人が来場し、シンポジウム、
展示、スピーチ、料理イベントなどを通して参加者同士の新
たな発見や意見交流の場となり連日にぎわいを見せました。
来年3月には、世界に向けて「女性と防災」を発信していき
ます。一般参加も可能ですのでぜひご参加ください。

想いは立ち上がり、つながり、広がる
「女性と防災せんだいフォーラム」が
開催されました。
　　

　東日本大震災の発生から得られた多くの教訓
を風化させないため、宮城学院では10月8日
（水）に「全学院総合防災訓練」を実施しました。
　県内での大地震発生を想定したこの訓練に
は、学生・生徒・園児、教職員など約1,850人が参
加。仙台市青葉消防署、仙台市消防局消防航空
隊も協力をしました。
　まず学生や生徒、園児、教職員が避難・誘導訓
練を実施。続いて安否確認、帰宅困難者確認、応
急救護などの訓練が行われました。その後、大学
自衛消防隊や消防隊による消火訓練、消防ヘリ
コプターが出動し、逃げ遅れた学生を救助するヘ
リコプター救出訓練なども実施しました。このほ
か、地震体験車での「地震体験」、火災発生時の
煙の怖さや避難方法を体験できる「煙体験」な
ど、参加者は各体験を通して、災害時の行動・対
応法を学びました。
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「全学院総合防災訓練」を実施

　津波被害により稲作ができなくなった農地で綿をつくる取組み「東北コット
ンプロジェクト」の一環として、笹かまぼこの製造・販売をしている阿部蒲鉾
店が、その栽培した綿花の茎を使用した個包装パッケージを主力商品であ
る笹かまぼこ「厚焼笹」に使用しています。
　「厚焼笹」のパッケージでは綿花採取では使用していなかった茎を再利
用。さらに12月上旬より、化粧箱に綿花の茎を使用した「厚焼笹15枚入」の
販売を開始いたしました。この「厚焼笹15枚入」をはじめとした支援を今後
も継続して行ってまいります。

『厚焼笹（あつやきささ）』
魚本来の「旨み」を職人の技で引き出して、「弾力」「香り」を堪
能できる上質な笹かまぼこ。内容量：60g　価格：226円（税込）
『厚焼笹15枚入』
内容量：厚焼笹15枚　価格：3,750円（税込）

【株式会社阿部蒲鉾店】 http://www.abekama.co.jp
【東北コットンプロジェクト】 
http://www.tohokucotton.com

　仙台シティエフエム「ラジオ3」（FM76.2）
が参加・運営している復興支援団体「仙台沿岸
部まちづくり協議会」では、これまでプレハブ仮
設住宅の住民同士の交流促進と、プレハブ仮
設住宅と既存の町内会の皆さんとの交流を深
める企画として「心をつなぐ落語会」を実施して
きました。今回からはその舞台を復興公営住宅
にも広げて行います。第1弾を仙台市若林区荒
井東復興公営住宅で11月30日（日）に、第2弾を仙台市宮城野区田子西復興
公営住宅で12月14日（日）にそれぞれ「心をつなぐ落語会」を行いました。
　「心をつなぐ落語会」は仙台・東北を中心に落語を披露する社会人のアマ
チュアの噺家集団「仙台新撰落語会」と東北学院大学落語研究会・OB会のア
マチュアの噺家さんたちが登場して毎回楽しい落語の「笑い」を届けていま
す。また既存の町内会とのつながりを深めてもらうために周辺地域にも広く告
知し自由にご来場頂けるようにしています。落語会の後には茶話会も催し交
　流を深めてもらっています。「心をつなぐ落語会」は今後もプレハブ仮設住
　　　宅と復興公営住宅の両方で開催して行く予定です。

ラジオ3が復興公営住宅で落語会を開催
～新しいコミュニケーション形成のために～

沿岸で栽培している綿花の茎を
笹かまぼこのパッケージに使用　
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2014年クリスマス、陸前高田、石巻にて。
すてきなサンタさんが、お菓子をプレゼント！
　　　「おかしでえがおのプロジェクト」、続いています！ 参画病院や施設が明治
の商品を購入した金額の一部を、おいしいお菓子にかえて、震災遺児・孤児の
子どもたちへプレゼントしているこのプロジェクト。2014年のクリスマスに
も、あしなが育英会を通じてたくさんの子どもたちに、お菓子のつめあわせが
贈られました。
　今回は参画病院・施設からすてきなゲストが、あしなが育英会のレインボー
ハウスで開かれた子どもたちのためのクリスマス会に参加。サンタに扮装し
て子どもたちにお菓子を配ったのは、なんとドクターや介護士さん、管理栄養
士さんです。

　最初の贈呈式は2014年12月13日（土）
陸前高田レインボーハウスにて行われまし
た。医療法人勝久会 松原苑の小松介護次
長がサンタさんに、村上栄養管理課課長も
魔女に扮してご参加。少人数だったためか、
子どもたちと大人たちの距離が近く、とても
アットホームな贈呈式になりました。
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　2015年3月14日（土）～18日（水）まで、第3回国連防災世界会議が仙
台市で開催されます。この会議は国連の主催によるもので、1994年の第1
回は横浜市、2005年の第２回は神戸市で開催され、いずれも国際的な防災
の取り組みに大きく貢献してきました。
　第3回となる仙台市での開催は、東日本大震災における経験や教訓、そし
て防災・復興に関する事例を広く国内外に発信。情報を共有してもらうことに
より、世界の防災の取り組みをさらに推進する役割を担うことが期待されて
います。
　国内外から延べ4万人以上の参加が見込まれているこの会議の時期に合
わせ、来仙した方々をもてなすとともに、仙台・東北の魅力をアピールするた
めに開催されるのが「伊達美味［復興・防災］マーケット」です。
　会場のサンモール一番町商店街には被災3県を中心に、作り手の想いとこ
だわりがいっぱいの商品を持ったお店が集まります。また、この期間限定の

国連防災世界会議に合わせ
「伊達美味［復興・防災］マーケット」開催!

石巻レインボーハウスにて

陸前高田レインボーハウスにて

　2014年12月19日（金）の贈呈式は、石
巻レインボーハウスにて。医療法人医徳会 
真壁病院からサンタさんに変身した真壁理
事長がご参加され、子どもたちは一人ずつ
前に出て、素敵なサンタさんからお菓子を受
け取りました。うれしそうな子どもたちの姿
を眺めている大人たちの方が、大きくてあっ
たかな笑顔になっているようでした。

　子どもたちの笑顔がもっともっと広がっていくように、
「おかしでえがおのプロジェクト」は、新しい１年も続いて
いきます。せんだいタウン情報machicoサイトでは、こ
れまでの贈呈式のレポートや、参画病院・施設のご紹介
をしています。ぜひチェックしてくださいね。

フードコートには仙台の美味いもの
「伊達美味」のメニューが多彩に登
場。飲食やショッピングを通して、国
内外から訪れる多くの方々に、東北の
元気をお届けするとともに、復興の後
押しにつなげます。

■伊達美味［復興・防災］マーケット
開催日／3月13日（金）～18日（水）
開催時間／11:00～18:00
場所／サンモール一番町商店街
http://www.dateumamarket.jp
※日時等につきましては予告なく変更となる場合
　がございます。
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　国連防災世界会議の期間中、仙台を訪れる方々をおもてなしするとともに、
仙台・東北の魅力をアピールするために開催される「伊達美味［復興・防災］
マーケット」。会場には被災3県のお店を中心に有機栽培の安全・安心な果物・
野菜、無添加のお惣菜・漬物、手づくりの雑貨まで、こだわりの品々が一堂に揃
います。また、この期間限定のフードコートには仙台の美味いもの「伊達美味」
から、仙台マーボー焼そば、仙台牛すじの煮込みなど、自慢の味が登場。
　さらに、東日本大震災の津波で被災した仙台市沿岸部の暮らしや文化を伝
え残す「RE:プロジェクト」の展示や集落ごとに取材し
たフリーぺーパーの配布も予定しています。

■伊達美味［復興・防災］マーケット
　開催日／2015年3月13日（金）～18日（水）
　開催時間／11:00～18:00
　場所／サンモール一番町商店街
　http://www.dateumamarket.jp

こだわりの品々と味が一堂に
「伊達美味［復興・防災］マーケット」

　震災後の3・11は毎年様々な形で特別番組を放送してきたラジオ3。震災
から丸4年となる今年の3・11は、10年、20年という節目を経過した新潟県
中越地震や、阪神・淡路大震災を経験された
方にお話しを伺い、当時の状況と現在の仙台
を比べながら、今後の復興の在り方を探って
いきます。
　レギュラー番組で地域のまちづくりに関
わっている方や、復興に携わっている方にイ
ンタビューしているパーソナリティが番組を担
当。震災から4年という通過点を今後につなげ
ていくために、様々な立場の方の声を織り交
ぜてお送りします。

放送日時／2015年3月11日（水）13:00～16:00
放送局／仙台シティエフエム　ラジオ3（FM76.2Mhz）
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ラジオ3（FM76.2）で
東日本大震災復興特別番組を放送

　平成27年3月14日（土）から5日間、世界各国の
代表が国際的な防災戦略について議論する「第３回
国連防災世界会議」が仙台で開催されます。期間
中、本体会議とは別に、一般参加の可能なイベント「パブリック・フォーラム」
が行われます。「女性と防災」テーマ館として関連テーマの催事が集中する
エル・パーク仙台もその会場のひとつ。主催シンポジウムでは、国内外の防
災・減災における女性の参画の必要性や女性たちのリーダーシップについて
考えます。そのほか、手仕事マーケット、非常食の試食、防災ゲームなど市民
が参加できるイベントがたくさんあります。わたしたちの3.11からの思いや
経験を伝えていきましょう。入場は無料。
第3回国連防災世界会議　パブリック・フォーラム「女性と防災」テーマ館
“想いは 立ち上がり つながり ひろがる”
会期／3月14日（土）～18日（水）
会場／仙台市男女共同参画推進センター　エル・パーク仙台（宮城県仙台
市青葉区一番町4-11-1　141ビル（仙台三越定禅寺通り館）5・6階）　
電話／022-268-8300　http://www.sendai-l.jp/jbf/

　季節感溢れる食材を、イタリアンテイストで創作・表現す
る仙台市向山に店を構える『AL FIORE（アルフィオー
レ）』。伝統料理などの理にかなった調理方法も取り入れな
がら、独自の「みちのくイタリアン」を提供し続けています。
　シェフである目黒浩敬さんは、心ある食事が世界を変え
るという想いのもと、集まった生産者と料理人が中心に
なって開催しているワークショップ「未来がつながるプロ
ジェクト」の一員でもあります。これまでに、鹿一頭の解体・
調理や、川崎の個人農家が育てた「たけし豚」を使った
ソーセージづくりなどを行ってきました。「ものの価値を
知って、選択することが大切です。これからも食に関する
知識と味の両方を発信し続けて、みなさんの価値観を広
げるお手伝いができたらと思います」
　次回は4月12日に福島市内で「郷土料理」をテーマにし
たワークショップを開催予定。その土地ごとの風土を体感
するネットワークが広がっています。

本物を見極める力と、知識をもって食をクリエイト。
未来を育む食の知識とものの価値。
「未来つながるプロジェクト」
～AL FIORE（アルフィオーレ）～

第3回国連防災世界会議で
エル・パーク仙台が
「女性と防災」テーマ館に
　

「ものの価値を知って、自分
で選択することが大切」と語
るアルフィオーレシェフ　目
黒浩敬さん

川崎の放牧場「Fattor ia 
Kawasaki」のたけし豚を
使用したシャルキュトリー。
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東北・仙台の元気を届けた「伊達美味［復興・防災］マーケット」
　　

　第3回国連防災世界会議に合わせ、3月13日（金）～18日（水）
まで開催された「伊達美味［復興・防災］マーケット」。会場となっ
たサンモール一番町商店街には、被災3県を中心としたこだわり
のお店が並び、会話を楽しみながら、作り手の想いが詰まった商品
を買い求める大勢の方々で賑わいました。また、伊達美味フード
コートでは仙台ならではの美味いものを満足そうに味わう光景も。
素敵な出会いと笑顔に包まれた6日間。「伊達美味［復興・防災］
マーケット」は、国内外から来仙された皆様に、着実な復興の歩み
を感じていただき、東北の元気をお届けするにふさわしい舞台と
なりました。

　「ともにPROJECT」ブースで
は、復興支援の取り組みとして、
“せんだいタウン情報S-style”で
これまでにご紹介してきた活動レ
ポート全43記事を「ともレポアー
カイブ」として展示。想いと行動を
つなぐ情報は、今後も地域の復興
支援のために発信されます。

　「伊達美味［復興・防災］マーケット」には、復興を支援する企業も参加しまし
た。日本国内で年間170トン廃棄される繊維製品をリサイクルにつなげる
「FUKU-FUKUプロジェクト」や、その土地本来の「ふるさとの木」で津波に
強い防潮堤を作る“いのちを守る森の防潮堤を作ろう”プロジェクトを応援する
「アメリカ屋」はポスターを展示し活
動を紹介。また、防災ソリューションシ
ステムを幅広く手がける「櫻井防災」
は、最新の防災関連機器やサービス
をPR。「東日本放送」のブースでは、
震災復興の活動を紹介するパネル展
示やDVDを上映。マスコットのぐりり
も駆けつけ、会場を盛り上げました。
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地域復興の取り組みを紹介
「ともにPROJECT」ブース

企業PRブースでは震災復興に向けた
独自の活動を紹介

　東日本大震災の津波で被災し
た仙台市沿岸部の暮らしや文化を
伝え残す「RE:プロジェクト」。会
場では、パネル展示や集落ごとに
取材したフリーペーパーを配布。4
年間の活動を振り返り、震災の記
憶をつないでいくことの大切さを
問いかけました。

被災地の記憶をつなぐ
「RE:プロジェクト」展示
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　ラジオ3では「震災から4年、過去の震災から学ぶ」と題して3/11に特別番
組を放送しました。番組の前半では、阪神大震災を体験し、震災を記録し続け
ているという方の活動や、神戸のコミュニティFMでの取り組みについて。また
南蒲生のまちづくり団体が中越地震の被災地・新潟へ研修に行った話題などを
ピックアップ。後半は様々な形で支援を続けている方の声や、3月に仙台市で
行われた国連防災世界会議のインフォメーションなどをお伝えしました。
　レギュラー番組では今後も復興関連の話題をお届けしていきます。

「せんだい復興日記」【仙台市提供】
放送日時／（月）～（金）10:30～
10:35（fmいずみからのネット放送
「be A-live」内）
放送局／ラジオ3（FM76.2）、fm
いずみ（FM79.7）、FMたいはく
（FM78.9）の3局ネット

ラジオ3（FM76.2）で
東日本大震災復興特別番組を放送
　　

　「第3回 国連防災世界会議」にて「女性と防災」テーマ館となったエル・
パーク仙台。会期中は14のシンポジウムが開催され、国内外の防災・減災の
アイデアや災害時の女性参画の必要性、震災後に女性がリーダーシップを発
揮した事例などが紹介されました。５日間の来場者数は延べ6,647人。これ
からの地域防災の担い手として女性が力を発揮できる仕組みづくりの重要性
を多くの方と共有しまし
た。展示や手仕事マー
ケット等にも多くの方が足
を運び、海外の方々にも
被災地の女性の想いや活
動を知っていただく機会
となりました。
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来場者数延べ6,647人
さまざまな活動と思いを発信した
「女性と防災」テーマ館

　大手自動車部品メーカー株式会社デンソーと
藻類研究の世界的権威、筑波大学生命環境系教
授　渡邉信氏（丸森町出身）の共同研究により開
発されました。藻はバイオ燃料として世界が注目
する近未来資源。大気汚染ＣＯ２を吸収してオイ
ルにつくり変え地球温暖化防止に貢献します。デ
ンソーは、藻から産出するオイルが高級保湿剤ス
クワランと近い成分であることを確認しハンドクリームを商品化。外部委託調
査では市販の人気上位３製品と比較し55%の女性モニターが「最も良い」と
回答しました。保湿力の高いピュアオイルを配合、女性に人気のゼラニウムと
カモミールの香りでアンチエイジング効果も期待できます。
　デンソーは、ともにまちづくりを進める復興支援として、丸森町の国民宿舎
あぶくま荘で初の店頭販売を開始しました。今年の春は丸森町で美味しいも
のを食べ、自然と遊び、モイーナで“きれい”を手に入れましょう！
問合せ：tel０２２４-７２-２３５０（丸森町観光物産振興公社）　

　5月12日（ナイチンゲール生誕日）は、1990年に「看護の日」に制定され、
全国各地でこの日を中心とした「看護週間」行事が行われます。
　宮城県では「看護のひろば2015」を、県内３ヶ所にて、県民の方を対象に、
市民公開講座とまちの保健室（健康測定と健康相談等）、在宅ケア支援（安心
して在宅療養を送るための相談）のコーナーを開催いたします。また、仙台市
のアエル会場では、看護学校等への進路相談を行います。参加は無料です。
多くの方の参加をお待ちいたしております。

日  時：平成２７年５月１６日（土）12：00～15：00
会  場：①アエル５階 多目的ホール(仙台市)
　　　②パレットおおさき（大崎市）
　　　③白石市中央公民館（白石市）
主催者：宮城県・宮城県医師会・
　　　 宮城県看護協会
連絡先：宮城県看護協会
　　　 ℡022-272-8573

看護週間にちなんで
「看護のひろば２０１５」県内３ヶ所で開催

世界初　藻から生まれた
オイルハンドクリーム「moina（モイーナ）」
丸森町で初の店頭販売開始
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私たちユーメディアグループは、地域とともに歩んできた企業としての
役目を果たすべく『ともにPROJECT”ACTIONみやぎ”」という地域
復興支援活動を展開しています。

株式会社ユーメディア／株式会社プレスアート／株式会社仙台シティエフエム

v o l u m e

　今年は伊達政宗の家臣・支倉常長
率いる慶長遣欧使節がイタリアに到
着し400周年を迎える年。これを記
念すると同時に、東日本大震災の際
にいただいたたくさんの支援に感謝
を込めて、イタリア到着までの間に慶
長遣欧使節が訪れた国々の食や文
化を紹介するのが今回のフェスティ
バルです。国際交流を通してさらな
る復興を応援します。

■食と旅する支倉フェスティバル｢バル仙台2015」
開催日／2015年7月17日（金）～20日（月･祝）
会場／勾当台公園市民広場、エル・パーク仙台（18日のみ）

食文化の国際交流を通して、復興を応援。
食と旅する支倉フェスティバル
｢バル仙台2015」 　慶長遣欧使節を再現して支倉常長公の偉業をし

のぶ「支倉常長まつり」が、6月6日、川崎町中心街
で開催されます。町の中心街を遣欧使節や武者行
列、ミニサンファン号、武将隊などが練り歩く様子
は、ぜひ見たい川崎町ならではのお祭りです。
　前週5月31日は、小学生以上の500人で行う
「だるまさんが転んだ」ゲームをみちのく公園で開
催！　支倉常長公にちなんだ“ヒゲ姿”の「常長さん
が転んだ」も楽しみ。賞品もいっぱいですよ！
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5／31㈰・6／6㈯はみんな川崎町に集まれ！
支倉常長まつり＆だるまさんが転んだ を開催!!

　東日本大震災から4年が経過しましたが、今もなお復
興に向けて奮闘する日々が続く被災地も少なくありませ
ん。こうした現状を伝え、更なる復興の一助とするため
に｢食｣をテーマとした復興支援イベント｢伊達美味ウイ
スキーフェスティバル2015」を開催いたします。
　｢宮城の美味しいものを食べて、みんなを笑顔にし、
地域を元気にしたい｣そんな想いを込めて、当日は被災
地3県のフードの他、牛たん焼きや笹かまぼこ、仙台あ
おば餃子、仙台マーボー焼そばなどの仙台の美味いも
の｢伊達美味（だてうま）」メニューも多数出店。ウイス
キーと一緒にお楽しみいただけます。ぜひお気軽にご来
場ください。

仙台・宮城の美味しいもの「伊達美味」とウイスキーでみんなを元気に!
 ｢伊達美味ウイスキーフェスティバル2015」開催

■伊達美味ウイスキーフェスティバル2015
開催日時／2015年6月20日（土）11：00～21：00　
　　　　　2015年6月21日（日）11：00～19：00　予定
会場／勾当台公園市民広場
主催／仙台市、伊達美味事務局
特別協賛／ニッカウヰスキー、アサヒビール

■だるまさんが転んだ
　5月31日／みちのく公園・湖畔のひろば
■支倉常長まつり
　6月6日／川崎町役場周辺
※詳細は「かわさきあそびWEB」の新着
　ブログでご確認ください。
http://kawasaki-asobi.jp/news/
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私たちユーメディアグループは、地域とともに歩んできた企業としての
役目を果たすべく『ともにPROJECT”ACTIONみやぎ”」という地域
復興支援活動を展開しています。

株式会社ユーメディア／株式会社プレスアート／株式会社仙台シティエフエム

v o l u m e

　今年は支倉常長率いる慶長遣欧使節
がイタリアに到着し400年を迎える年。こ
れを記念すると同時に、東日本大震災の
際の支援に感謝を込めて、使節が訪れた
メキシコ、スペイン、フランス、イタリアの
食を紹介するのが今回のフェスティバル
です。会場中央では大きな鍋のスペイン
名物パエリアも用意される。国際交流を
通してさらなる復興を応援しよう。

■食と旅する支倉フェスティバル｢バル仙台2015」
開催日／2015年7月17日（金）～20日（月･祝）
時間／10：30～21：00（17日は16：00～、20日は19：00まで）
会場／勾当台公園市民広場、エル・パーク仙台（18日のみ）

食文化の国際交流を通して、復興を応援。
食と旅する支倉フェスティバル
｢バル仙台2015」

「ともにPROJECT」メンバーやmachico会員が
岩沼・千年希望の丘の植樹祭に参加

うつわは暮らしのエッセンス！
九州から北海道まで陶芸産地の窯元が夢メッセに大集合！
「第４回全国やきものフェアｉｎみやぎ」開催
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　5月30日、岩沼市玉浦地区で行われた「第3回 千年希望の丘 植樹祭
2015」に、『ともにPROJECT』メンバーであるユーメディアグループの社員
や家族、machico会員が参加してきました。この植樹祭は、岩沼市や一般社
団法人森の防潮堤プロジェクトが主催するもので、今年で3年目になります。当
初40,000本を4,000人で植樹する計画でしたが、参加者が増え、最終的に
は50,000本を6,000人で植えることになりました。ユーメディアグループに
割り当てられたM7ゾーンは、長崎県諫早市の「諫早どんぐり」らとともに500
本を植樹。岩沼市およびプロジェクトは、この海岸線に再生可能な震災ガレキ
を集め、丘を造り、津波被害の減災と自然環境の保全、未来の子どもたちに緑
のふるさとを残すために、針葉樹よりも強く根を張る常緑広葉樹を中心とした

森を育てています。植えられたのは、タブノキ、
シラカシ、アカガシ、ヤブツバキ、シロダモ、マ
ワキ、トベラ、ネズミモチなど、いずれも常緑の
18種類。参加者からは「家族で参加しました
が、子供たちが生き生きとした表情で植樹をし
ていた姿が印象的でした」といった声が寄せ
られました。植樹祭は来年も実施されます。

　　このフェアは、東日本大震災からの復興に向けて、県民の皆様に元気と
楽しみを持っていただきたい、また、全国の陶磁器産地の復興に少しでも寄
与したいとのふたつの思いから、３年前から取り組んでいるものです。
　全国の有名窯元が夢メッセに集まり、伝統的
なものから、現代的なポップでカラフルなものま
で幅広く展示・販売されます。”夏の魚”をテーマ
にしたコンテスト作品の展示や、テーブルコー
ディネートの展示、本格茶席にグルメなどもりだ
くさんです。一般のご来場はもちろん業者の方
も大歓迎です。各種体験コーナーもありますの
で、親子そろっておでかけください。

■第４回全国やきものフェアｉｎみやぎ
開催日時／７月１６日（木）～２０日（月・祝）10：00～17：00（最終日は16：00まで）
会場／夢メッセみやぎ　本館展示棟
主催／東北放送、河北新報社、（一財）みやぎ産業交流センター

　地元仙台の美味いもの「伊達美味（だてうま）」と地元宮城峡に蒸溜所が
あるニッカウヰスキーとのコラボレーションを楽しむイベント「伊達美味ウイ
スキーフェスティバル」。今年も大盛況のうちに終了いたしました。開催にあ
たっては特別協賛のアサヒビール株式会社から宮城の元気を応援する復興
支援として協賛金が寄付されました。アサヒグループホールディングスはこ
れまでも東日本大震災復興に
向けた様々な支援活動を展開。
今後も継続的に行っていくとい
うことで、いろんな場所でまた
新たな元気に出会えそうです。

宮城の元気、復興を応援!
伊達美味ウイスキーフェスティバルに
アサヒビールが協賛金を寄付。

アサヒビール株式会社 仙台支社長 大西恒市氏
（左）が伊藤副市長（右）に協賛金を贈呈。
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　2011年に発生した、東日本大
震災とタイ洪水。予期せぬ自然災
害により、双方の経済は大きなダ
メージを受けました。東北×タイ
フェスタは、両国の交流人口の早
期回復、今後益々の発展を願い、
文化や食の交流を通して、国際交
流推進と地域の活性化を目的に開
催されます。
　タイ料理とタイのビールを飲みながら、真夏の暑さを吹き飛ばしましょう！

日時／8月1日（土）～8月8日（土）　12時～21時
会場／トラストシティプラザ前広場
仙台トラストシティＨＰ：http://www.trustcity-s.com/

東北×タイフェスタ
タイの魅力にふれる真夏の祭典！ 両国の
活性化、国際交流を願い第４回目の開催！ 

子どもの日、おいしいお菓子で
福島や岩手のみんなも笑顔♪

“氷点下のスーパードライ”を体感！
『アサヒスーパードライ エクストラコールドBAR』で
夏の暑さを吹き飛ばし、みんなを元気にしたい！
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　仙台レインボーハウスで行われたあしなが育英会の
イベントに、福島や岩手からも子どもたちが参加。様々
なお菓子のつめあわせに、彼らの目はキラキラ。大人
だってうれしくなっちゃうようなプレゼントが、赤石病院
の遠藤奏（すすむ）事務長の手で、震災孤児・遺児の子
どもたちに贈られました。
　株式会社明治が、病院や施設の力を
借りて実施するこのプロジェクト。参画
施設もどんどん増えて、復興の輪は広
がっています。
　レポートや参画施設は、せんだいタウ
ン情報machicoをチェックしてくださ
いね。

　仙台三越に期間限定でオープンの『アサヒスーパードライ エクストラコー
ルドBAR』は、アサヒスーパードライエクストラコールドを五感の全てで味わ
うためのスペース。
　仙台三越ならではの
ハイレベルなサービス
で、特別な空間を堪能で
きる期間限定のこの機
会、新しいビールやハイ
ボールの楽しみ方を是
非、体感してみては？

にこにこいっぱいの贈呈式になりました
■アサヒスーパードライ エクストラコールドBAR 仙台三越
営業期間／2015年7月1日（水）～2015年8月8日（土）
営業時間／10：00～19：00（L.O.18：30）期間内無休
場所／仙台三越　定禅寺通り館1階特設会場
電話／022-225-7111（大代表）

　今年もまた、あの熱いビール祭りが
やって来る。
　今年の仙台オクトーバーフェストは、
錦町公園を会場に、9/19～27のシル
バーウィークの9日間の会期で開催され
ることが決定しました。また、第10回の
節目の開催に合わせて、2009年に旋風
を巻き起こした「ヴァイスビアムシ楽団が再登場！　若くてイケメン揃いの彼ら
が、多彩なドイツ民謡と、踊りで会場を盛り上げてくれることまちがいなし。
　お祭りの最新準備状況は、ホームページ等のサイトをご覧ください。

第10回 仙台オクトーバーフェスト2015
節目の今年、あの伝説の楽団が帰ってくる！

去年タイフェス様子

公式サイト　http://www.sendai-oktoberfest.jp/
FBファンページ　https://www.facebook.com/sendaioktober
公式ツイッター　@sendaioktober
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　来る9/19より、待ちに待った「仙台オクトーバーフェスト」が開催されます。
　今年もまた、ドイツの8つのブルワリーと、東北の7つのブルワリーが参加
し、個性豊かなビールを堪能できます。中でも注目は、ミュンヘンで開催される
オクトーバーフェストのために醸造された「オクトーバーフェストビア」。ドイツ
　ミュンヘンのオクトーバーフェストも9/19から開催されるため、そのビール
をミュンヘンと同時に味わえるわけです。また、東北のブルワリーもビールファ
ンの期待に応えようと、限定ビールを用意しています。フードメニューも充実。
ドイツ料理に加えて、仙台・宮城の美味いもの「伊達美味」メニューをはじめと
する地元の食材がいっぱい。
　今年は、2009年に来仙した『ヴァイ
スビアムシー楽団』が20代の新たなメ
ンバー5名で登場。きっと、若々しくて
楽しいドイツの民族音楽を堪能できる
はず。
　今年もビールの力で、仙台・宮城を
元気にしましょう！

開催日／2015年9月19日（土）～27日（日）　
開催時間／11:00～21:00（24・25日は16:00～）
開催場所／錦町公園（仙台市青葉区本町）　
主催／仙台オクトーバーフェストプロジェクト
後援／宮城県、仙台市、ドイツ大使館、仙台日独協会、バイエルン州駐日代表
部、ドイツ観光局　他
website／http://www.sendai-oktoberfest.jp/
Facebook／https://www.facebook.com/sendaioktober
twitter／@sendaioktober

宮城のおいしい食品がふるさと割で全品30％OFF！

www . t omon i . n e t
東日本大震災復興支援

　宮城で生まれた食品を、全品30％OFFで購入できるECサイト「マチモール 
宮城ふるさとマーケット」が9月1日（火）グランドオープン！
　新たな機能も追加して、ますます購入しやすくなりました。
　普段の食卓はもちろん、自分へのちょっとしたご褒美、大切な人への贈り物
にもぴったりな、宮城の魅力あふれる商品を取り揃えました。
　宮城がもっと好きになる、素敵なヒトやモノとの幸せな出会いの場です。
　割引販売は、期間限定。ぜひこのお得な機会に、今まで知らなかった宮城の
おいしさ、味わってみてください！

おかげさまで10周年
仙台オクトーバーフェストが
いよいよ開幕！

仙台オクトーバーフェスト
キャラクター

「ビールおじさん」

お待ちして
います

マチモール 検索検索
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日　時：9月26日(土)27日(日)
       　10時～17時
会　場：勾当台公園市民広場
　　  　（仙台市青葉区国分町三丁目）
連絡先：仙台放送
           TEL.022-267-1266
           （平日9：30～17：30）

www . t omon i . n e t
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　ヨガは、老若男女誰でも自分のペースで無理なく身体を動かすことができる
もの。ヨガをもっと身近に親しんで東北を元気にしたい、そんな想いから「東北
ヨガフェスティバル2015」が8月29日・30日に開催されました。
　この東北初のヨガイベントでは、家族で来ても楽しめるよう、キッズコーナー
なども完備。さらに、ヨガウェアブランドコーナー、美容と健康を意識した
FOODブース、マッサージなどの他、復興特産品販売も行われました。
　当日はあいにくのお天気でしたが1,100名もの来場があり、ヨガで体の芯か
らパワーがあふれ会場も熱
気に包まれていました。
　今後、さらなる東北の元気
のため、継続イベントとして
の実施も決まり、早くも来年
の開催を待ちわびる声が届
いています。

東北初！
東北ヨガフェスティバル2015
開催しました！

　地元の「もの作り」に焦点を当て、みやぎの作
家たちの逸品を広く紹介し、世界に羽ばたき活
躍するよう応援をしたい。
　今回の作品展は、日本人唯一のオーストリア
国家認定フローリストマイスターの齋絢子さん。
　是非、お気軽に足をお運びいただき、宮城県
の「もの作り」の魅力を再発見して下さい。

【展示期間】平成２７年９月１日（火）～
　　　　　平成２７年１０月３０日（金）
【展示場所】商工中金仙台支店
【展示内容】植物造形小作品　リース・オブジェ等
【お問い合わせ先】
商工中金　仙台支店　担当：山本　ＴＥＬ：０２２－２２５－７４１１

応援しよう！世界へ羽ばたくみやぎの逸品
「齋絢子　植物造形～いのちを見る～」
作品展の開催

　秋の大食欲まつりは、「地産地消」をテーマに秋の季節に合わせた、農産
物、畜産物、水産物などの豊富な仙台・宮城の食材を、生産者が直接紹介し、
旬な宮城の味を楽しむイベントです。

　当日は女川町の旬のサンマなど、秋の味覚
が大集合します。ぜひご家族でお出かけくだ
さい。

食欲の秋、食べつくし！
秋の味覚が大集合！
「地産地消 秋の大食欲まつり」

前進し続ける、老舗の味わい。
阿部蒲鉾店、
創業80年目の大リニューアル。
　笹かまぼこの老舗・阿部蒲鉾店が、主力商品の笹かまぼこを
改良し、味もパッケージも上質に生まれ変わった商品を発売し
ました。約300通りのレシピから職人が苦心して見つけ出した
作り方を採用、内容量25％アップでぷりぷりした食感がたまら
ない「阿部の笹かまぼこ」。しっかりした噛みごたえで、プレミア
ムな真鯛入り、魚本来の旨みをしっかり楽しめる通好みの「阿
部の笹かまぼこ 吟撰笹（ぎんせんささ）」。その他人気の4商
品も、センス香るパッケージに一
新しています。本物志向の方へ
の贈り物に最適です。宮城・仙台
を拠点に、伝統の食をけん引し
続ける阿部蒲鉾店。これからも
目が離せません。
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キャンペーン詳細と参加店舗は下記サイトよりご覧いただけます。
食材王国みやぎキャンペーンサイト
http://suisinten-miyagi.com/

www . t omon i . n e t
東日本大震災復興支援

　9月1日、宮城県庁18階にある県政広
報展示室に新しく「東日本大震災復興情
報コーナー」がオープンしました。
　このコーナーでは、震災の被害と復興
に向けた取り組みの様子を展示パネルや
映像、電子書籍などで紹介しています。
オープン初日には、小学生約150人が校
外学習で訪れて、タブレット端末を使った3択クイズで地震や防災について楽
しく学んでいきました。
　宮城県震災復興推進課では、「震災から間もなく4年半が経過します。震災
の記憶を風化させないためにも、ぜひご来館ください」と話しています。

東日本大震災復興情報コーナー
★入場無料
場所：県政広報展示室内（県庁行政庁舎18階）
開館時間：9：30～16：00（月～金）　休館日：土・日・祝日・年末年始（閉庁日）
　　　お問い合わせ：022-211-2443　宮城県震災復興推進課

「東日本大震災復興情報コーナー」が
宮城県庁にオープン！

　ついに今回で10回目となる「仙台オクトーバーフェスト」が、９月27日に
無事終了いたしました。今年は天候に恵まれ、多くの方に御来場いただくこ
とが出来、記念の年にふさわしい内容となりました。
　今年は、2009年に来仙した「ヴァイスビア・ムシー楽団」が再び出演し、ド
イツの楽しい音楽や踊りを披露してくれました。また、ドイツ大使館より広報
文化担当のジャメル・トゥレ氏ご出席のもとオープニングセレモニーを実施
し、仙台とドイツの交流を図ってまいりました。また、仙台市が推進する「伊達
美味（だてうま）」ブランドとのタイアッ
プを継続し、地元の味をPRしました。こ
れからも、地域の活性化を図る“杜の都
のビールまつり”として、日独交流・地産
地消・収穫祭（勤労感謝）をコンセプトに
開催してまいります。

仙台オクトーバーフェスト2015
ご来場ありがとうございました。

　11月1日より地産地消推進店を舞台に、
「地産地消スペシャルキャンペーン」がス
タートします。
　対象メニューを食べて応募すると仙台牛、
はらこ飯セット、ひとめぼれの豪華県産食材
が当たります。しかも対象メニューは県産食
材を使用したキャンペーン期間限定のお店
渾身のスペシャルメニューやお店自慢の定
番メニューとなっております。
　ぜひこの機会に地産地消推進店へ足を運
び、宮城県が誇る旬の県産食材をご堪能く
ださい。

食材王国みやぎ
「地産地消スペシャルキャンペーン」
11月1日よりスタート

県南浜街道モニターツアー
参加者募集中！
第一弾は岩沼・福島相双を巡ります。
　「被災沿岸地域に対する商工観光連携促進事業
（宮城県仙台地方振興事務所より受託）」の中の一環
として行う、名取市・岩沼市・亘理町・山元町を結ぶ「県
南浜街道」エリアのモニターツアーの開催日が決定し
ました。
　第一弾は11月24日（火）に実施。岩沼市・福島県の
相双地区を歴史で結ぶ内容となっており、普段なかな
か聞けない金蛇水神社の禰宜さんによるお話や、甲冑
の着付け体験が目玉となっております。
　ツアーの詳細とお申込みはせんだいタウン情報machicoの特設ページをご
覧ください。
　来年1月には、名取・亘理・山元を食で結ぶモニターツアー第二弾を実施しま
す。「せり」や「いちご」、「ほっき」など県南浜街道エリアの冬の味覚が目白押しな
ので、ぜひお誘いあわせのうえ、お申込みください。

仙台オクトーバーフェスト
http://www.sendai-oktoberfest.jp/
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　発売から７年目を迎え、毎年好評を博している「サッ
ポロ生ビール黒ラベル東北ホップ100％」が、１０/２０
より東北限定で発売中です。
　岩手・青森で栽培・収穫されたホップを100％使用し
た商品は、名取市にあるサッポロビール仙台工場で製
造されています。
　「サッポロ生ビール黒ラベル」が持つ、生ビール本来
のうまさに加え、東北産ホップの特徴である華やかな香
りを楽しむことができます。
　売り上げの一部は、被災地に花を咲かせる「スマイル
とうほくプロジェクト」に寄付されます。

スマイルとうほくプロジェクト
http://smile-tohoku.jp/

■開催概要
名称／クリスマスマーケット in 仙台トラストシティ
日時／2015年12月21日（月）～25日（金）
　　　12：00～21：00予定
会場／トラストシティプラザ前広場
主催／森トラスト株式会社

仙台トラストシティHP
http://www.trustcity-s.com/

仙台トラストシティに「クリスマスマーケット」が初登場!!

www . t omon i . n e t
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　ドイツを中心にヨーロッパの各都市でクリスマスの準備期間に開かれる
「クリスマスマーケット」では、クリスマス関連の小物やグッズ、冬にぴったり
の体の温まるグリューワインや、熱々のソーセージなど販売する露店（ヒュッ
テ）が立ち並び、その1つ1つのお店に、個性を活かした飾り付やイルミネー
ションを施します。今回、東北地方で初となる「クリスマスマーケット」を仙台
トラストシティにて開催することで、ドイツの伝統文化に触れつつ、クリスマ
ス気分に浸れる華やかで幻想的な空間を提供します。

東北産協働契約栽培ホップを100％使用した
東北限定ビールを発売中。売り上げの一部は被災地へ。

※写真は本場クリスマスマーケットのイメージです。
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